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徒歩型KURAMA-IIによる土壌汚染密度推定技術の開発

谷垣　実・奥村　良・佐藤信浩・小林康浩(京大原子炉)
湯田美菜子、齋藤　隆、齋藤正明(福島県農業総合センター)

桑名　篤(福島県農業総合センター果樹研究所)

除染活動において、土壌の放射性物質による汚染状況を適切に把握することは、除染範囲の最適化や除染廃棄物
の減量のために必須である。特に農地においては、除染の際の剥土や客土により長年の土作りで地力を増進した表
土を失うこととなるため、的確な汚染の把握による除染作業の最適化の意義は極めて大きいと言える。
これまでの土壌汚染の評価では、実際の土壌を採取して実験室でセシウムの濃度を評価する方法、徒歩サーベイ
等で空間線量率の分布を測定し換算係数をかけて推定する方法、ガンマカメラによる可視化の方法などが用いられ
てきた。土壌採取による方法は、直接土壌中の放射性同位元素の量を同定するため精度の高い評価ができる一方、
採取した地点が適切な代表点と言えるのかという点や膨大な試料の採取と測定が必要なため、事実上面的測定は不
可能である。一方、空間線量率による測定は、現状変更を行わずに広い範囲を測定できるものの、空間線量率が周
囲の汚染からの放射線の寄与を含むため、測定地点の土壌の汚染評価となっているとはいえない。また、ガンマカ
メラは三次元的な分布を可視化できるという大きな強みがある一方、一度に測定可能な範囲に限りがあることや
機材が高価なことから大規模な展開が難しいという欠点がある。
そこで我々は、土壌汚染を簡便かつ迅速、安価に測定するための手法として、主に地表からの放射線を測定する
指向性検出器と周囲からの寄与を測定する無指向性検出器を組み合わせた評価手法を考案した。この手法では、
地表方向にコリメートした検出器Aと無指向性の検出器Bを地上高1 m程度の位置に置き、検出器Bで測定した放射
線量に検出器Aのコリメータの立体角を乗じたものを検出器Aから差し引き、これを土壌の放射性物質由来の空間
線量率とみなして換算係数を乗じる。通常の空間線量率測定で排除できない周辺の汚染からの放射線の寄与を排除
した上で換算係数による推定を行うため、周辺の状況に左右されない絶対値の測定が可能になる。
この手法の有効性を確かめるため、走行サーベイで実績のあるKURAMA-IIをベースに徒歩型KURAMA-IIを作
成、主に農地（果樹園・田畑等）で試験を行った。試験では、徒歩型KURAMA-IIを携行した測定者が歩きながら
測定、同時に複数の地点で採取した土壌試料の精密測定と比較した。その結果、周囲の汚染状況に左右されない
測定が可能なこと、さらに推定された結果が同じ地点で採取した土壌の分析結果と良い相関を示す（図1）ことが
確認された。さらにこの手法により除染ムラの存在が疑われる場所で、その除染ムラの状況を捉えることに成功し
た（図2）。
本発表では技術のあらましと実用化に向けた技術開発の現状を報告する。

図1 今回開発した手法で求めた土壌由来の空間
線量率と土壌試料の精密測定で決定したセシウ
ム濃度の相関（値は暫定値）。

図2 図1で決定した相関係数により評価した除染（ショベ
ルカーにより表土を5cm剥土）済み水田の汚染分布の測
定例。除染済みでも数kBq/kg程度の汚染が部分的に残留
している状況が確認できた。
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